
将来ビジョン

原木
生産量
80万㎥

令和12年
（2030年）

計画期間
の目標

(Ｒ2～6年度)

原木
生産量
71.4万㎥

重点推進事項

令和6年
（2024年）

＜島根県農林水産基本計画(Ｒ２(2020) － Ｒ６(2024))＞

島根県は原木生産量80万㎥達成に向けて 重点推進事項（６項目）の対策を進めます

島根県の森林と林業・木材産業では、令和12年に原木生産量80万㎥ を達成することを
目標にしています。
この目標は県内需要と健全な林業経営に必要な生産量であり、「伐って・使って・植えて・育てる」
循環型林業の実現によって産業発展と環境保全の両立を目指します。

島根県の森林と林業・木材産業の将来ビジョン・基本目標

３．林業就業者の確保
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原木生産量の実績と今後の目標

計画期間H23～H30伸び率 200％

（出典：農林水産省「木材統計」・林業課調べ） 80万㎥

１．林業のコスト低減

《主な対策》

■循環型林業拠点団地を70団地設定

■林業専用道を毎年20km程度整備

■林業事業体の実態に応じた高性能

林業機械の導入

《主な対策》

■伐採者と造林者が連携した一貫作業の

100％実施

■コンテナ苗の得苗率向上による低コスト化

■低密度植栽（2,000本/ha）の普及拡大

２．原木が高値で取引される環境整備

製材用原木の需要増と林業事業体の供給体制の整
備により、県内原木生産のうち製材用として取引され
る割合を現状の12％から17％以上に増加させます。

原木生産と再造林の低コスト化により、林業の植林か
ら伐採までの１サイクルの生産コストを、従来の作業モ
デルから15％以上低減させます。

原木生産の低コスト化

原木増産と伐採後の適切な再造林を円滑に実現するため、新
規就業者の確保と林業事業体の魅力向上等を通じて、林業
就業者を現状の953人から1,072人に増加させます。

再造林の低コスト化

林業専用道

コンテナ苗

《主な対策》

■原木需要拡大のための ■原木供給～木材加工が合理

製材工場の新設 的に結びついたウッドコンビナー

トの形成

製材用原木の需要拡大と安定供給

《主な対策》

■県産木材を積極的に使用する工務

店及び建築士の認定と支援制度の

創設

■県外需要者と県内製材業者の

マッチングの強化

製材工場新設（イメージ）

関西圏での商談会

《主な対策》

■高校生への体験実習などによる林業

教育の充実

■農林大卒業生を毎年20人以上輩出

■農林大に１年コースを新設

新規林業就業者の確保

《主な対策》

■島根林業魅力向上プログラムによる

労働条件・就労環境改善

■専門家による事業体の経営改善指導

■しまね林業士制度を活用したキャリア

アップシステム導入促進

林業就業者の定着強化

農林大学校林学科の学生

整備された福利厚生施設

原木生産コスト
5%以上ダウン
原木生産コスト
5%以上ダウン

再造林コスト
18%以上ダウン
再造林コスト
18%以上ダウン

２製材工
場新設
２製材工
場新設

出荷割合
50%以上
出荷割合
50%以上

就業者
80人/年以上
就業者

80人/年以上

５年定着率
70%以上
５年定着率
70%以上


